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二十歳の 声 　今年度、菊陽町二十歳の成人式に参加された方に抱負や菊陽町に対
する思いなどを聞いてみました。

　成人式を迎えて、時の流れの速さに驚きを隠せません。中学を卒業して約５年、
久しく顔を合わせた仲間の顔ぶりは一段と大人びていました。当時、曖昧で壮大だっ
た将来の夢は明確で現実的なものになっており、どこか嬉しいようで寂しいような
気持ちになりました。それでも、現実に正面から向き合い、社会で強く生きてくる
姿に感動しました。
　自分も４月から社会人になります。まだ、目の前には真っ暗な世界が広がってい
ますが、仲間とともに力強い一歩を踏み出していこうと思います。

古
ふるしょう

庄 寿
としゆき

行

　二十歳の成人式を迎えられたこと、大変嬉しく思います。これまで支えてくださっ
た家族や先生方、地域の皆さまに心より感謝申し上げます。
　私が育ったこの菊陽町には、多くの思い出と学びが詰まっています。この町での
経験や出会いが、将来を支える礎になると感じています。
　二十歳という節目を迎え、今後はより責任を持って行動し、社会の一員として成
長し続けたいです。周囲への感謝を忘れず、一歩一歩前向きに進んでいきます。本
当にありがとうございました。

奥
おく

村
むら

 瑛
えい

輝
き

　今日成人式を迎え、改めて自分がどれだけたくさんの人に支えて貰っていたか実

感しました。共に助け合いながら成長してきた友人はもちろん、サッカークラブで

沢山の思い出を共にした仲間やスタッフ、職場で出会った信頼出来る先輩方、そし

てなによりも20年間側で寄り添って支えてくれた家族に心から感謝したいです。こ

れからも、周りへの感謝の気持ちを忘れず、自分らしく成長し、社会へ貢献できる

よう努力していきたいと思います。

金
かね

子
こ

 千
ち

夏
なつ

　私を厳しくも慈しみ大事に育ててくれた家族や私を支え励ましあった友人のおか

げで、二十歳の節目を迎える事が出来ました。 まだまだこれからの先の人生に様々

な苦難があると思いますが、それらを乗り越え、立派な大人となり家族に恩返しが

できるよう精進していきたいです。

志
し

賀
が

 美
み

木
き
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上田茂政
水と農業
暮らしを守ります！

中岡敏博
皆さんのため、安全・
安心のまちづくりに
努めます

廣瀨英二
課題解決と近未来の
まちづくりを前へ‼

馬場 世
南校区の発展と均衡
あるまちづくりの推
進

藤本昭文
初心忘れず、住民目
線で是は是、非は非
の判断

吉村恭輔
皆様の不安が一つで
も無くなるよう取り
組みます

鬼塚　洋
皆様の声を聴き、昨
年以上に議員活動に
尽力します

甲斐榮治
初心を忘れず、
よく聴きよく学び
しっかり判断します

佐々木理美子
皆さまの声をしっか
り聞き、住み良い町
を共にめざす

佐藤竜巳
地域の実情を探り
町と連携し活気ある
町つくりを

西本友春
現場の皆様の声が町
政に反映できるよう
努めます

布田　悟
信頼される議会は
信頼される議員から

大久保輝
安心して暮らせるま
ちづくりに取り組み
ます

岩下和高
暮らしやすい町造り
の町政を考え仕事を
する！

矢野厚子
成長しつづける町と
共に自身も成長へ努
力‼

今年の抱負2025年

福島知雄
子どもから大人まで
誰もが住みやすい
まちづくり

小林久美子
町民の声を町政に届
け、暮らしに希望を

坂本秀則
町民の利益に繋がる
政策を提言してまい
ります
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議案71～73、75～79号は原案のとおり可決

付議事件

◇承認第４号　専決処分の承認を求めること（令和６年度菊陽町一般会計補正予算（第４号））

◇議案第71号　菊陽町一般職の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
◇議案第72号　菊陽町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
◇議案第73号　�菊陽町地域包括支援センターの職員等に関する基準を定める条例及び菊陽町指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定

◇議案第74号　令和６年度菊陽町一般会計補正予算（第５号）
◇議案第75号　令和６年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
◇議案第76号　令和６年度菊陽町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
◇議案第77号　令和６年度菊陽町介護保険特別会計補正予算（第２号）
◇議案第78号　令和６年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第１号）
◇議案第79号　熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更
◇諮問第２号　人権擁護委員の推薦

◇発議第９号　　小中学校の大規模改造（空調（冷暖房設備）整備）事業の促進に関する意見書（案）

令和６年第４回菊陽町議会定例会　12月３日～ 13日

■議員の賛否を公開します
〇は賛成　　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査　　※報告は採決がないため削除
※議長は議事進行のため賛否表明はしません。
※賛否の分かれた議案のみ掲載しています。（それ以外は原案のとおり可決）

議案番号等
結  

果

表決数 鬼
　
塚

吉
　
村

藤
　
本

馬
　
場

廣
　
瀨

矢
　
野

大
久
保

西
　
本

佐
々
木

中
　
岡

布
　
田

佐
　
藤

甲
　
斐

岩
　
下

上
　
田

小
　
林

坂
　
本賛成 反対

議案第74号 認定 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

〈
反
対
討
論
〉

　

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
つ
い
て
は
基
盤
整
備
も

入
っ
た
農
地
に
建
設
を
さ
れ

る
こ
と
、
ま
た
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の

進
出
で
交
通
渋
滞
や
地
価
高

騰
対
策
等
を
優
先
す
る
べ

き
。

　

ま
た
、
維
持
管
理
費
が
膨

大
に
な
る
懸
念
が
あ
る
。

議
案
第
74
号

　
令
和
６
年
度
菊
陽
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

〈
賛
成
討
論
〉

　

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設

と
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の

公
園
拡
張
整
備
事
業
は
、
町

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま

た
新
た
な
賑
わ
い
の
拠
点
と

し
て
整
備
す
る
目
的
で
昨
年

度
の
補
正
予
算
で
承
認
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
町
は

世
界
大
会
等
の
誘
致
を
目
指

す
も
の
と
し
て
県
と
連
携
協

定
を
結
ん
で
い
る
。

　

確
か
に
金
額
は
大
き
い
が

世
界
大
会
や
国
内
大
会
の
ほ

か
合
宿
も
誘
致
可
能
な
西
日

本
最
大
規
模
の
施
設
と
し
て

県
内
外
か
ら
誘
致
を
図
り
な

が
ら
、
今
後
の
菊
陽
町
の
発

展
に
つ
な
げ
る
べ
き
。
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付議事件

◇議案第67号　工事請負契約の締結（菊陽杉並木公園拡張整備水路改築工事）

◇議案第68号　工事請負契約の締結（菊陽杉並木公園拡張整備造成工事（１））

◇議案第69号　工事請負契約の締結（菊陽杉並木公園拡張整備造成工事（２））

◇議案第70号　工事請負契約の締結 (菊陽町防災行政無線デジタル同報系設備更新工事）

Q
当
該
用
地
の
収
用
は
済

ん
で
い
る
の
か
。

A
全
て
所
有
権
移
転
登
記

が
完
了
し
て
い
る
。

Q
議
案
第
68
号
の
造
成
工

事
と
お
お
む
ね
同
じ
よ
う
な

請
負
契
約
だ
と
思
う
が
、
契

約
を
２
つ
に
分
け
た
理
由

は
。

A

工
事
進
捗
を
図
る
中

で
、
数
を
増
や
し
た
方
が
早

く
終
わ
る
た
め
。

議
案
第
67
号

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
菊
陽
杉
並
木
公
園
拡
張
整

備
水
路
改
築
工
事
）

議
案
第
69
号

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
菊
陽
杉
並
木
公
園
拡
張
整

備
造
成
工
事
（
２
））

Q
全
体
で
59
か
所
の
設
備

が
あ
り
、
今
回
更
新
す
る
所

が
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
更

新
し
な
い
所
は
16
Ｑ
Ａ
Ｍ
方

式
で
や
っ
て
い
る
の
か
。

A
更
新
し
な
い
所
は
16
Ｑ

Ａ
Ｍ
方
式
を
採
用
し
て
い

る
。

議
案
67
～
70
号
は
原
案
の
と

お
り
可
決

議
案
第
70
号

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
菊
陽
町
防
災
行
政
無
線
デ

ジ
タ
ル
同
報
系
設
備
更
新
工

事
）

菊陽杉並木公園拡張整備 計画平面図（基本設計）

スポーツ広場

さんふれあ総合体育館

90ｍ

1
2
5
ｍ

18.6ｍ11.4ｍ

1
8
.
6
ｍ

1
1
.
4
ｍ

285㎡

２

町道十一軒下堀川線（有効W=5.6m）

゜゚ ゜゚ ゜゚

゜゚゜゚゜゚

18,600㎡

※令和６年６月２８日時点

令和６年第４回菊陽町議会臨時会　10月８日
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一般質問は会議録に基づき、質問者本人が編集
し、議会広報特別委員会で校正し、掲載してい
ます。

上
うえ

田
だ

  茂
しげ

政
まさ 町立みどり園・なかよし園の

今後の計画は

廣
ひろ

瀨
せ

  英
えい

二
じ
巡回バスと駅結節を図るダイヤ改正は

矢
や

野
の

  厚
あつ

子
こ 町長公約独自の奨学金の拡充と
その実施時期は

甲
か

斐
い

  榮
えい

治
じ 水量・水質保全への理解と協力は
得られるか

西
にし

本
もと

  友
とも

春
はる みどり園のフェンスは低いので

侵入対策を

大
おお

久
く

保
ぼ

  輝
あきら 今後の管理運営業務の

委託先選定方法は

吉
よし

村
むら

  恭
きょうすけ

輔
菊陽町における農家数は
10年前と比べ増減は

馬
ば

場
ば

  
こう

世
せい 県道瀬田熊本線のバイパスについて、

進捗状況は

藤
ふじ

本
もと

  昭
あき

文
ふみ

町内の防犯灯設置状況について

鬼
おに

塚
つか

　  洋
よう 今後、農商工業者の支援をどのように

強化していくのか

小
こばやし

林久
く

美
み

子
こ 基盤整備した農地は
守るべきではないか

一般質問町の考えを問う町の考えを問う
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Q　

現
在
、
新
た
な
認
可
保
育
所
の

整
備
事
業
が
進
ん
で
い
る
が
、
町
立

み
ど
り
園
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　

み
ど
り
園
の
園
舎
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
平
屋
建
て
と
し

て
、
28
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

改
修
に
つ
い
て
は
、
今
後
築
30
年
以

上
と
な
る
令
和
９
年
度
以
降
に
大
規

模
改
修
に
向
け
た
基
本
設
計
な
ど
の

準
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q　

み
ど
り
園
よ
り
老
朽
化
が
進

む
な
か
よ
し
園
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

な
か
よ
し
園
に
つ
い
て
は
、
築

45
年
が
経
過
し
て
お
り
、
建
替
え
に

つ
い
て
は
、
早
期
に
行
う
べ
き
と
判

断
し
て
い
る
。
令
和
７
年
か
ら
令
和

８
年
ま
で
の
期
間
を
目
標
と
し
て
い

る
。
建
替
え
場
所
に
つ
い
て
は
、
検

討
し
た
結
果
、
現
地
建
替
え
の
方
針

で
決
定
し
て
い
る
。

Q　

建
替
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
保
育

園
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
へ
の
対
応

も
一
緒
に
検
討
で
き
な
い
か
。

A　

な
か
よ
し
園
の
建
替
え
に
あ

た
っ
て
は
、
高
齢
者
や
地
域
の
方
々

と
交
流
が
で
き
る
地
域
交
流
室
や
相

談
室
な
ど
計
画
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Q　

健
康
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
。

A　

健
康
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
７
月
に
設
置
さ
れ
た

「
菊
陽
町
役
場
庁
舎
等
整
備
検
討
委

員
会
」
で
具
体
的
な
検
討
を
始
め
て

い
る
。

Q　

そ
の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

A　

２
回
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

施
設
の
複
合
化
、
庁
舎
整
備
な
ど
の

財
源
、
庁
舎
等
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
審
議
さ
れ
て
い
る
。
保
健
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
村
も

参
考
に
し
た
施
設
の
機
能
や
規
模
を

検
討
中
で
あ
る
。

Q　

原
水
駅
か
ら
セ
ミ
コ
ン
パ
ー
ク

ま
で
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
敷
設
が
で
き

な
い
か
。
概
算
と
し
て
ど
の
位
か
か

る
の
か
。

A　

モ
ノ
レ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
概

算
を
含
め
、
検
討
し
て
い
る
状
況
で

は
な
い
。
令
和
２
年
12
月
に
県
が
開

催
し
た
第
一
回
空
港
ア
ク
セ
ス
検
討

委
員
会
で
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
整
備
に

関
す
る
事
業
費
が
示
さ
れ
て
い
る
。

モ
ノ
レ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ト

や
地
形
、
地
質
な
ど
の
影
響
を
受
け

る
た
め
、
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ

る
。

Q　

現
行
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
Ｂ
Ｒ

Ｔ
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。（
Ｂ
Ｒ

Ｔ
と
は
、
バ
ス
を
基
盤
と
し
た
都
市

大
量
輸
送
シ
ス
テ
ム
で
、
バ
ス
高
速

輸
送
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

建
設
費
用
も
鉄
道
に
比
べ
て
安
価
で

あ
る
。）

A　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
県
と
連

携
し
な
が
ら
具
体
化
に
向
け
て
検
討

を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。今
後
、

民
間
事
業
者
の
知
見
を
い
か
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
く
。

Q　

第
２
原
水
工
業
団
地
の
南
側
土

地
取
得
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

A　

現
在
委
託
業
務
を
実
施
し
て
お

り
、
来
年
の
２
月
ご
ろ
に
は
、
調
査

結
果
が
報
告
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

当
該
地
区
が
工
業
団
地
と
し
て
適
地

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か

に
工
業
団
地
と
し
て
整
備
し
て
い

く
。

健
康
保
健
セ
ン
タ
ー
の
計
画
は

モ
ノ
レ
ー
ル
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
検
討

し
て
は
ど
う
か

町立みどり園・なかよし園の今後の計画は
みどり園は令和９年度以降に計画・なかよし園は現地建替えの方針

上
うえ

田
だ

  茂
しげ

政
まさ

 議員

Q

A

・�鳥獣被害防止計画
・�将来のまちづくり

その他の質問
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Q　

渋
滞
対
策
と
し
て
、
巡
回
バ
ス

（
キ
ャ
ロ
ッ
ピ
ー
号
）
と
Ｊ
Ｒ
３
駅

と
の
結
節
（
通
勤
時
間
帯
）
を
図
る

た
め
、
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
の
支
援
策

は
必
要
と
考
え
る
が
、町
の
考
え
は
。

A　

現
在
の
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
役
場
な
ど
の
公
共
施
設
へ
の
交

通
手
段
と
し
て
運
行
。
新
駅
、
土
地

区
画
整
理
の
整
備
が
進
む
中
で
、
Ｊ

Ｒ
各
駅
か
ら
の
二
次
交
通
、
巡
回
バ

ス
な
ど
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
見

直
し
て
い
く
の
か
。
令
和
７
年
度
に

作
業
を
行
い
、
令
和
８
年
度
か
ら
新

た
な
体
系
で
運
行
を
開
始
す
る
予
定

で
あ
る
。

Q　

菊
陽
町
の
時
差
出
勤
導
入
の
考

え
方
と
数
値
目
標
を
示
せ
。

A　

朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
の
交
通
渋

滞
緩
和
を
目
的
に
試
行
的
に
導
入
。

県
な
ど
が
取
り
組
み
、
一
定
の
効
果

を
上
げ
て
い
る
こ
と
や
セ
ミ
コ
ン
内

の
企
業
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
正
規
職
員
や
会
計
年
度
職
員

を
対
象
に
通
常
の
８
時
半
の
ほ
か
に

７
時
半
、
９
時
半
を
加
え
、
３
月
末

ま
で
試
行
的
に
実
施
。
３
割
を
数
値

目
標
と
し
て
い
る
。効
果
を
検
証
し
、

本
格
的
な
導
入
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Q　

渋
滞
対
策
と
し
て
自
動
車
通
勤

時
の
複
数
乗
車
の
推
進
に
つ
い
て
町

の
考
え
は
。

A　

複
数
乗
車
に
よ
り
、
通
勤
時
間

帯
の
車
両
減
な
ど
で
渋
滞
緩
和
に
貢

献
す
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
環

境
負
荷
の
低
減
が
期
待
さ
れ
る
。
課

題
と
し
て
出
退
勤
管
理
が
複
雑
化
す

る
な
ど
の
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
企
業

や
通
勤
車
に
広
く
周
知
し
、
方
策
に

つ
い
て
関
係
行
政
機
関
や
セ
ミ
コ
ン

交
通
対
策
協
議
会
に
お
い
て
研
究
を

進
め
て
い
く
。
町
職
員
に
お
い
て
も

可
能
な
限
り
呼
び
か
け
を
行
っ
て
行

く
。

Q　
役
場
職
員
が
公
共
の
場
を
駐
車

場
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
、
有
料

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　

菊
陽
町
役
場
の
職
員
駐
車
場

は
、
仮
設
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。
職
員
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
の
整
備
と
併
せ
て
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
中
で
有
料
化

の
是
非
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
の
施

設
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
て
い

く
。

Q　
「
さ
ん
ふ
れ
あ
」
と
「
総
合
体

育
館
」
を
結
ぶ
屋
根
付
き
専
用
通
路

設
置
を
提
案
す
る
が
町
の
考
え
は
。

A　

専
用
通
路
設
置
に
よ
り
、
総

合
体
育
館
か
ら
の
人
流
を
さ
ら
に
促

し
、
利
用
客
や
農
産
物
直
売
所
の
売

り
上
げ
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
経
済

効
果
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
思
わ

れ
る
。
両
施
設
は
、
車
両
が
行
き
交

う
駐
車
場
を
隔
て
て
建
設
さ
れ
て
お

り
、
連
絡
通
路
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
安
全
を
考
慮
し
た
設

備
が
求
め
ら
れ
、
工
事
費
は
、
お
お

む
ね
５
０
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い

る
。
施
設
の
利
用
を
促
進
さ
せ
る
こ

と
は
、施
設
の
活
性
化
と
併
せ
、サ
ー

ビ
ス
向
上
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
取

り
組
み
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
魅
力
あ

る
施
設
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

総
合
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
さ
ん
ふ
れ
あ
」

Q

A

巡回バスと駅結節を図るダイヤ改正は
交通事業者としっかりと会話しながら必要性と実現可能性を検討していく

廣
ひろ

瀨
せ

  英
えい

二
じ

 議員

○役場職員の活性化
　・職員の取得日数
　・DXの進捗状況、人材の部外活用
　・信賞必罰の導入
○総合ターミナル「さんふれあ」
　・両スポーツジムの統合

その他の質問
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Q　

町
長
公
約
に
、
町
独
自
の
奨
学

金
の
拡
充
と
あ
る
が
い
つ
を
目
途
に

実
施
す
る
の
か
、
ま
た
具
体
的
な
内

容
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

A　

奨
学
金
制
度
の
返
済
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
点
に
着
目
し
、
他
の
奨

学
金
制
度
利
用
者
の
返
済
額
を
一
部

助
成
し
た
り
、
現
在
返
済
に
困
っ
て

い
る
方
の
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
今
後
の
可
能
性
あ
る
人
材
の

育
成
の
た
め
に
、
学
び
直
し
を
し
た

い
社
会
人
も
国
内
外
の
場
所
で
学
べ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
着
目
し
た
視

点
で
、
今
後
の
町
の
奨
学
金
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
し
っ
か
り
制
度
設

計
を
行
い
、
任
期
中
の
実
現
を
目
指

す
。

Q　

町
の
奨
学
金
の
借
り
手
が
少
な

い
原
因
は
。

A　

他
に
比
べ
て
貸
付
額
が
安

か
っ
た
り
、
対
象
者
を
限
定
し
て
い

る
の
が
原
因
と
分
析
し
て
い
る
。

Q　

新
た
に
奨
学
金
の
返
済
不
要
や

減
額
の
制
度
を
制
定
で
き
な
い
か
。

A　

ま
ず
返
済
が
困
難
な
方
の
サ

ポ
ー
ト
を
優
先
し
、
給
付
型
に
つ
い

て
は
、
他
の
市
町
村
の
取
り
組
み
状

況
を
調
査
し
検
討
し
て
い
く
。

Q　

年
金
生
活
で
ゆ
と
り
の
な
い
高

齢
者
は
、
エ
ア
コ
ン
が
あ
っ
て
も
電

気
代
が
気
に
な
り
我
慢
し
て
い
る
。

電
気
代
の
補
助
を
す
る
考
え
は
な
い

か
。

A　

全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、
国
の

議
論
を
待
ち
た
い
。

Q　

夏
場
の
居
場
所
と
し
て
活
用
で

き
る
公
民
館
の
電
気
代
を
補
助
で
き

な
い
か
。

A　

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
ク
ー
リ

ン
グ
シ
エ
ル
タ
ー
を
16
カ
所
指
定
し

て
い
る
。そ
こ
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

Q　

歩
い
て
行
け
る
場
所
に
な
い

が
。

A　

今
後
、
歩
い
て
行
け
る
場
所
に

広
げ
る
展
開
を
し
た
い
。

Q　
「
温
故
知
新
」
こ
そ
私
た
ち
の

郷
土
愛
を
育
む
原
点
で
あ
り
、
先
人

た
ち
が
心
血
を
注
い
で
築
き
上
げ
た

有
形
・
無
形
の
文
化
遺
産
で
あ
る
。

今
こ
そ
郷
土
歴
史
の
源
流
を
訪
ね
後

世
に
伝
え
る
こ
と
が
行
政
を
預
か
る

者
の
責
務
で
あ
る
と
菊
陽
町
史
に
残

し
て
い
る
が
、
祭
り
な
ど
の
支
援
を

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

A　

各
地
域
の
祭
り
や
伝
統
文
化
行

事
は
、
地
域
に
お
け
る
文
化
・
歴
史

の
継
承
や
住
民
の
連
帯
意
識
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
を
目
的
と
し
た
地

域
行
事
に
財
政
支
援
も
期
間
限
定
で

行
っ
た
。
新
た
に
開
催
す
る
祭
り
に

つ
い
て
は
既
存
の
補
助
制
度
の
活
用

と
周
知
に
努
め
、
こ
れ
ま
で
に
開
催

し
て
き
た
祭
り
や
過
去
に
途
絶
え
た

祭
り
の
復
活
な
ど
の
支
援
に
つ
い
て

も
、
補
助
制
度
の
拡
充
に
よ
る
見
直

し
等
を
進
め
る
。

Q　

子
ど
も
会
や
老
人
会
の
役
員
の

成
り
手
が
無
く
て
解
散
す
る
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
る
が
何
か
支
援
策
は
。

A　

子
ど
も
会
に
つ
い
て
は
運
営

や
活
動
に
関
す
る
相
談
に
対
し
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
な
ど
の
支

援
は
行
っ
て
い
る
が
提
案
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
用
は
考
え
て
い
な

い
。
た
だ
、
単
位
子
ど
も
会
行
事
の

活
性
化
に
向
け
た
財
政
的
支
援
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。
老
人
会

の
運
営
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は

要
望
を
聞
き
、
団
体
の
自
主
性
を
損

な
わ
な
い
範
囲
で
検
討
す
る
。

夏
場
の
高
齢
者
の
電
気
代
の

補
助
は
で
き
な
い
か
。

夏
場
の
公
民
館
の
電
気
代
を

補
助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

地
域
の
祭
り
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
人
と
地
域
の
つ
な
が
り
を

作
る
と
い
う
町
長
の
公
約
に
つ

い
て

子
ど
も
会
や
老
人
会
の
役
員
の

成
り
手
不
足
に
つ
い
て

Q

A

町長公約独自の奨学金の拡充とその実施時期は
町奨学金制度のあり方の制度設計を行い、任期中の実現を目指す

矢
や

野
の

  厚
あつ

子
こ

 議員

・�高齢者の健康診断の
受診状況
・精密検査の受診状況

その他の質問
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❖
主
食
米
の
栽
培
を
増
進
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
地
下
水
を
涵
養
す
る
事
業

を
、
白
川
中
流
域
等
水
稲
作
付
推
進

協
議
会
【
以
下
、
協
議
会
と
略
す
】

が
取
り
組
み
始
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q　

協
議
会
の
事
業
に
参
加
す
る
企

業
や
生
産
者
は
増
加
し
た
か
。

A　

①
地
域
で
栽
培
さ
れ
た
米
を

購
入
・
消
費
す
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業
と
②
主
食
用
米
の
作
付

を
維
持
・
拡
大
す
る
事
業
を
進
め
て

い
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の

参
加
企
業
は
１
社
だ
っ
た
が
、
来
年

度
に
は
２
社
、
再
来
年
度
に
は
４
社

が
参
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
産
米
生
産
者

２
０
８
人
の
内
87
人
が
参
加
し
て
い

る
。
②
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
１
社
が
参
加
の
意
向
で
あ
り
、
生

産
者
は
１
２
５
人
の
賛
同
を
得
て
い

る
。
こ
の
内
、
58
人
は
作
付
面
積
を

拡
大
予
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
地
下
水
涵

養
量
は
１
０
４
万
㎥
に
達
し
、
目
標

を
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

企
業
や
生
産
者
と
も
今
後
も
賛
同
者

は
増
え
る
と
推
測
し
て
い
る
。

Q　

協
力
金
の
配
分
に
つ
い
て
、
作

付
面
積
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
決
定

し
た
か
。
実
施
年
度
は
い
つ
か
ら
に

な
る
か
。

A　

決
定
し
た
。
令
和
７
年
度
産
米

か
ら
の
実
施
と
な
る
。
対
象
水
田
の

一
筆
一
筆
を
確
認
す
る
。

Q　

地
下
水
財
団
と
の
協
力
関
係
は

で
き
た
か
。

A　

ウ
ォ
ー
タ
ー
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

の
う
ち
小
口
の
も
の
は
地
下
水
財
団

を
窓
口
と
し
、
企
業
向
け
の
大
口
案

件
に
つ
い
て
は
、
当
協
議
会
の
事
業

に
移
行
の
方
向
で
調
整
し
て
い
る
。

Q　

熊
本
県
及
び
本
町
に
お
け
る
地

下
水
の
水
質
及
び
水
量
点
検
の
実
状

と
計
画
を
示
せ
。

A　

熊
本
県
で
は
本
年
５
月
に
地
下

水
保
全
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、
本

町
も
そ
の
幹
事
会
に
出
席
し
て
い

る
。
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
内
の

観
測
井
戸
を
含
む
２
箇
所
の
井
戸
で

観
測
し
た
水
位
デ
ー
タ
を
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
誰
で
も
常
時
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

半
導
体
工
場
か
ら
の
排
水
に
つ
い

て
は
、
法
令
に
基
づ
く
監
視
が
な
さ

れ
る
。
令
和
５
年
８
月
か
ら
規
制
外

物
質
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
末
に
結
果
が

公
表
さ
れ
る
。

Q　

地
下
水
へ
の
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
混
入
に
つ
い
て
の
全
国
及
び
熊
本

県
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　

全
国
で
は
、
調
査
３
１
７
地
点

の
う
ち
、
国
の
暫
定
目
標
値
を
超
え

た
地
点
は
43
地
点
。
主
に
都
市
部
と

と
そ
の
近
郊
で
あ
る
。

　

熊
本
県
で
は
、
本
年
６
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
、
熊
本
市
を
除
く
地
下

水
60
箇
所
・
河
川
13
箇
所
で
調
査
が

な
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
、
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
の
検
査
で
い
ず
れ

の
地
域
も
目
標
値
以
下
で
あ
っ
た
。

た
だ
南
関
町
の
産
業
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
に
あ
る
観
測
井
戸
か
ら
目
標

値
を
超
え
る
数
値
が
計
測
さ
れ
、
原

因
究
明
に
向
け
た
調
査
が
進
ん
で
い

る
。

Q　

第
７
期
総
合
計
画
策
定
は
進
ん

で
い
る
か
。
住
民
へ
の
説
明
や
意
見

聴
取
は
お
こ
な
う
の
か
。

A　

若
手
か
ら
幹
部
職
員
に
至
る
ま

で
全
庁
あ
げ
て
基
本
構
想
の
素
案
を

創
り
上
げ
た
。
11
月
に
は
外
部
有
識

者
等
で
構
成
す
る
「
策
定
審
議
会
」

で
も
審
議
さ
れ
た
。

　

住
民
懇
談
会
に
つ
い
て
は
11
月
か

ら
始
め
て
お
り
、
６
小
学
校
区
す
べ

て
で
と
り
お
こ
な
う
。
12
月
か
ら
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
開
始
す
る
。

住
民
の
意
見
を
基
本
構
想
や
基
本
計

画
に
し
っ
か
り
と
反
映
し
た
い
。

Q　

新
駅
建
設
及
び
新
土
地
区
画
整

理
事
業
の
概
要
を
示
せ
。

A　

三
菱
商
事
【
株
】
と
三
井
不
動

産
【
株
】
と
事
業
検
討
パ
ー
ト
ナ
ー

協
定
を
結
ん
だ
。
民
間
事
業
者
の
知

見
を
活
用
し
て
、
令
和
８
年
度
ま
で

に
新
し
い
町
の
配
置
を
決
定
す
る
。

こ
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
と
の
整
合

性
を
と
り
、「
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
地

域
公
共
交
通
」
の
拠
点
と
し
て
進
め

れ
ば
、
新
駅
は
国
の
交
付
金
の
対
象

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

環
境
保
全
の
点
検
は
万
全
に

各
方
面
の
意
見
を
十
分
に
聴
く

新
駅
・
新
区
画
に
民
間
知
見
を

Q

A

水量・水質保全への理解と協力は得られるか
生産者・企業ともに事業への理解と協力が進んでいる

甲
か

斐
い

  榮
えい

治
じ

 議員

稲作・水を湛えた水田

新駅・新土地区画整理地域の想像図
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Q　

み
ど
り
園
の
フ
ェ
ン
ス
は
低
く

て
簡
単
に
人
が
侵
入
で
き
る
。ま
た
、

な
か
よ
し
園
も
侵
入
の
可
能
性
が
あ

る
が
対
策
に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

両
園
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

は
年
間
計
画
に
位
置
づ
け
、
不
審
者

の
侵
入
を
想
定
し
た
実
践
的
な
訓
練

や
園
内
研
修
を
年
6
回
行
っ
て
い

る
。
緑
園
の
北
側
の
フ
ェ
ン
ス
は
1.3

ｍ
で
駐
車
場
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
不
審
者
な
ど
が
フ
ェ
ン
ス
を

越
え
て
園
内
に
侵
入
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。
侵
入
防
止
の
対
策
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
応
急
的
な

対
策
が
で
き
る
も
の
は
早
急
に
対
応

し
、
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
な
も
の

は
今
後
計
画
し
て
い
る
な
か
よ
し
園

建
て
替
え
や
み
ど
り
園
の
大
規
模
改

修
の
際
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Q　

み
ど
り
園
の
フ
ェ
ン
ス
対
策
は

早
急
に
必
要
だ
が
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

A　

既
存
の
フ
ェ
ン
ス
を
上
に
伸
ば

す
対
策
に
つ
い
て
今
後
予
算
要
求
を

行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

Q　

み
ど
り
園
の
中
廊
下
は
梅
雨
時

に
滑
る
た
め
、
滑
ら
な
い
対
策
と
両

園
の
ト
イ
レ
の
ド
ラ
イ
化
及
び
年
長

さ
ん
の
利
用
す
る
便
座
を
少
し
高
め

に
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

A　

み
ど
り
園
の
中
廊
下
は
、
梅
雨

時
期
は
滑
り
や
す
く
な
る
た
め
、
応

急
的
な
対
応
と
し
て
、
適
宜
雑
巾
等

で
の
拭
き
上
げ
や
、
各
部
屋
へ
の
出

入
口
及
び
通
路
の
曲
が
り
角
に
、
簡

易
的
な
滑
り
止
め
マ
ッ
ト
を
設
置

し
、
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
今

後
施
設
の
大
規
模
改
修
に
併
せ
て
、

抜
本
的
な
安
全
対
策
を
行
う
。

　

両
園
の
幼
児
用
ト
イ
レ
の
床
は
タ

イ
ル
貼
り
で
、
衛
生
面
や
滑
り
や
す

い
危
険
性
を
考
慮
す
る
と
ト
イ
レ
の

ド
ラ
イ
化
は
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
の
建
て
替
え
や
大
規
模
改

修
の
際
に
、
対
応
す
る
。

　

な
か
よ
し
園
の
便
座
は
２
歳
児
か

ら
の
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。
対
応
が

必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
予
定

し
て
い
る
施
設
の
建
て
替
え
の
際

に
、
年
齢
相
当
に
応
じ
た
洋
式
便
器

を
設
置
す
る
。

Q　

選
管
に
確
認
を
し
た
ら
、
小
選

挙
区
と
比
例
区
の
シ
ー
ト
は
用
意
し

て
い
る
が
、
小
選
挙
区
と
比
例
区
の

シ
ー
ト
を
別
々
に
表
示
す
る
こ
と
が

困
難
な
た
め
に
シ
ー
ト
を
重
ね
る
形

を
と
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
車

い
す
用
の
記
載
台
を
選
挙
区
と
比
例

区
の
２
ヶ
所
に
配
備
す
べ
き
と
提
案

す
る
が
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

A　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
保
有
す

る
車
い
す
用
の
記
載
台
は
10
台
で
、

投
票
日
当
日
の
投
票
所
は
10
ヶ
所

で
、
投
票
環
境
改
善
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
配
備
に
向
け
て
選
挙
管

理
員
会
で
準
備
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Q　

菊
陽
町
の
小
学
校
で
は
、
生
徒

の
増
化
に
伴
う
増
築
工
事
が
行
わ
れ

た
所
が
あ
り
、
現
場
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
防
犯
カ
メ
ラ
で
見
え
な
い
場
所

が
あ
り
、
今
後
カ
メ
ラ
の
位
置
変
更

や
増
設
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

A　

警
備
委
託
会
社
の
協
力
の
も

と
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
箇
所
や
死

角
に
な
っ
て
い
る
箇
所
の
現
地
を
確

認
し
、
位
置
の
変
更
や
増
設
に
つ
い

て
提
案
の
結
果
、
カ
メ
ラ
の
増
設
や

移
設
が
必
要
な
台
数
は
、
小
学
校
が

全
部
で
18
台
、
中
学
校
が
全
部
で
６

台
あ
り
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

の
た
め
に
、
改
善
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q　

防
犯
カ
メ
ラ
の
人
感
セ
ン

サ
ー
と
連
動
し
た
パ
ト
ラ
イ
ト
及
び

音
声
通
話
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
へ
の

変
更
を
提
案
す
る
が
、
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

不
審
者
等
に
対
し
、
一
定
の

抑
止
効
果
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
校
長
会
等
を

通
じ
て
、
各
学
校
の

意
見
を
聴
取
し
な
が

ら
、
必
要
性
に
つ
い

て
、
近
隣
市
町
村
の

導
入
状
況
や
費
用
対

効
果
な
ど
を
研
究
し

て
判
断
す
る
。

・投票率の向上施策
　�光の森町民センターにお
ける期日前期間の延長
　選挙割の実施
・認知症対策
　�位置情報サービスの検討
状況
　QRコードシールの導入
・マイナ保険証

その他の質問

車
い
す
用
の
記
載
台
を
選
挙
区

と
比
例
区
の
２
ヶ
所
に

Q

A

みどり園のフェンスは低いので侵入対策を
既存のフェンスの高さを上に伸ばす対策を今後予算要求

西
にし

本
もと

  友
とも

春
はる

 議員

学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

及
び
シ
ス
テ
ム
変
更
を
提
案
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Q　
菊
陽
町
総
合
体
育
館
の
管
理
運

営
業
務
の
委
託
先
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク

ラ
ブ
き
く
よ
う
へ
特
命
で
随
意
契
約

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
特
命
で
の
随
意

契
約
と
な
っ
た
の
か
、
他
の
業
者
と

の
比
較
検
討
は
行
っ
た
の
か
。

A　

比
較
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

ク
ラ
ブ
き
く
よ
う
に
つ
い
て
は
、
運

営
実
態
的
に
し
っ
か
り
と
し
て
い
る

と
い
う
判
断
の
下
、
単
独
随
意
契
約

を
行
っ
て
い
る
。

Q　

今
後
、
他
に
も
様
々
な
施
設
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
と
考

え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
管
理
運
営
業

務
の
委
託
先
に
つ
い
て
、
そ
の
選
定

方
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

A　

指
定
管
理
の
運
用
指
針
を
今
、

定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

中
で
は
公
の
施
設
の
指
定
管
理
に
お

い
て
は
公
平
性
の
観
点
、
効
率
的
な

事
務
委
託
の
観
点
か
ら
公
募
が
原
則

と
い
う
と
こ
ろ
で
整
理
し
て
い
く
。

Q　

町
は
開
発
許
可
申
請
に
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
の
か
。

A　

開
発
許
可
の
許
可
権
者
は
国
だ

が
、
町
は
進
達
事
務
、
経
由
事
務
と

い
う
形
で
関
わ
っ
て
お
り
、
申
請
は

町
を
経
由
後
、
正
式
に
県
に
お
い
て

受
付
さ
れ
る
仕
組
み
。
町
で
は
、
書

類
の
形
式
的
な
審
査
に
加
え
、
町
が

定
め
る
都
市
計
画
に
適
合
し
て
い
る

か
な
ど
の
視
点
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
。

Q　

6
月
に
開
発
許
可
が
下
り
た
後

の
9
月
定
例
会
に
お
い
て
、
町
所
有

の
土
地
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
土
地
の
交
換

に
つ
い
て
の
議
案
審
議
が
行
わ
れ
て

い
る
。
土
地
交
換
に
関
し
て
は
町
議

会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
前
に
町
所
有
の
土
地

も
含
め
て
着
工
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
問
題
は
な

い
の
か
。

A　

本
件
土
地
交
換
に
係
る
一
連
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
法
的
な
手
続
き

を
踏
ま
え
、
適
切
に
行
っ
て
い
る
。　

Q　

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
県
か
ら
の
意
見
照
会
に
町
と
し

て
「
意
見
な
し
」
と
回
答
し
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
町
内
外
か
ら
環
境
負

荷
に
関
す
る
懸
念
の
声
が
あ
る
中

で
、
町
民
や
議
会
へ
何
ら
か
の
説
明

や
報
告
を
し
て
い
た
か
。

A　

町
民
へ
の
説
明
等
は
行
っ
て
い

な
い
。

Q　

児
童
・
生
徒
の
情
報
保
護
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
。

A　

端
末
上
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の

2
つ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ

て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
更
新
し
て

も
引
き
続
き
情
報
漏
洩
が
な
い
よ
う

対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

Q　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
っ
て
、

学
力
や
学
習
意
欲
に
変
化
は
見
ら
れ

た
か
。

A　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
意
見

の
交
流
を
学
校
全
体
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
様
々
な
意
見

を
比
較
し
、
よ
り
よ
い
考
え
を
導
き

出
す
な
ど
思
考
力
を
鍛
え
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
は
、
教
育
の
新
た
な
可
能
性
を
広

げ
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
活
用
は
不
可
欠
で
あ
る
。　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
第
２
工
場
の
開
発
許

可
等
に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
つ
い
て

造成工事が進むJASM第２工場用地

Q

A

今後の管理運営業務の委託先選定方法は
公募が原則というところで整理していく

大
おお

久
く

保
ぼ

  輝
あきら

 議員

総合体育館

12No.122

一   般   質   問



Q　

菊
陽
町
は
半
導
体
企
業
の
進

出
や
今
後
進
ん
で
い
く
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
施
設
・
区
画
整
理
事
業
等
、

益
々
発
展
し
て
い
く
と
思
う
が
、
い

く
ら
町
が
発
展
し
た
と
し
て
も
菊
陽

町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
る
と
考

え
る
。
し
か
し
全
国
的
に
農
業
に
従

事
す
る
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。
２
０
３
０
年
に
は
約

83
万
人
、
２
０
５
０
年
に
は
約
36
万

人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、

菊
陽
町
の
農
家
数
は
10
年
前
と
比
べ

増
減
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
統
計
に
お

い
て
直
近
の
２
０
２
０
年
が
１
３
９

戸
、
10
年
前
の
２
０
１
０
年
は

１
７
９
戸
で
あ
り
、
10
年
間
で
40
戸

減
少
し
て
い
る
。

Q　

今
後
も
全
国
的
に
農
業
従
事
者

の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
、
町
は
現

状
を
ど
う
捉
え
今
後
の
農
業
を
ど
う

発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る

の
か
。

A　

全
国
的
に
担
い
手
の
減
少
、
宅

地
化
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ
る

農
地
面
積
の
減
少
等
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
菊
陽
町
も
例
外
で
は

な
く
経
営
体
の
育
成
・
強
化
及
び
新

規
就
農
者
の
確
保
・
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
の
農
業
振
興
に
つ

い
て
は
農
地
の
集
積
、
集
約
化
に
よ

る
規
模
拡
大
と
生
産
性
の
高
い
農
業

の
展
開
に
よ
り
、
専
業
農
家
を
増
や

す
こ
と
を
大
き
な
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。

Q　

避
難
訓
練
は
各
学
校
・
保
育
園

単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

A　

各
学
校
・
保
育
園
単
位
で
行
っ

て
い
る
。

Q　

平
日
の
昼
間
に
地
震
が
発
生
し

た
と
想
定
し
、
全
学
校
・
保
育
園
・

保
護
者
・
行
政
・
関
係
機
関
を
含
め

て
一
斉
避
難
訓
練
を
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

A　

平
日
の
昼
間
を
想
定
し
た
全

学
校
・
保
育
園
で
の
一
斉
避
難
訓
練

は
実
際
の
避
難
行
動
を
確
認
し
、
避

難
経
路
や
緊
急
時
の
対
応
、
体
制
の

課
題
を
洗
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
た

め
大
変
意
義
の
あ
る
訓
練
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
全
学
校
・
保
育
園
を

対
象
と
し
た
一
斉
避
難
訓
練
が
同
日

に
実
施
で
き
る
か
教
育
委
員
会
・
学

校
・
保
育
園
・
関
係
機
関
等
と
協
議
、

検
討
す
る
。

Q　

下
津
久
礼
区
の
県
道
瀬
田
竜
田

線
を
通
る
通
学
路
が
非
常
に
危
険
で

あ
る
。
現
在
１
名
、
再
来
年
度
に
４

名
が
通
学
す
る
。
対
応
は
で
き
な
い

か
。

A　

指
摘
の
箇
所
に
つ
い
て
は
ま
ず

学
校
に
報
告
し
、
道
路
管
理
者
の
県

と
も
協
議
し
て
い
く
。

避
難
訓
練
に
つ
い
て

通
学
路
に
つ
い
て

Q

A

菊陽町における農家数は10年前と比べ増減は
2020年のデータでは10年間で40戸減少

吉
よし

村
むら

  恭
きょうすけ

輔 議員

13 No.122

一   般   質   問



Q　

県
道
瀬
田
熊
本
線
の
バ
イ
パ
ス

に
つ
い
て
は
、
毎
回
質
問
を
し
て
き

た
。
最
初
の
答
弁
は
県
に
陳
情
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
南
校
区
で
署
名

活
動
の
後
は
、予
算
化
さ
れ
た
。や
っ

と
動
き
出
し
た
と
感
じ
た
が
、
今
回

進
捗
状
況
は
。

A　

県
道
瀬
田
熊
本
線
の
バ
イ
パ
ス

に
つ
い
て
は「
南
部
地
区
新
設
道
路
」

と
し
て
検
討
し
て
お
り
、
町
全
域
の

主
要
道
路
の
将
来
交
通
量
の
推
計
を

行
う
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
業

務
に
お
い
て
、
南
部
地
区
新
設
道
路

を
整
備
し
た
場
合
の
将
来
交
通
量
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
き
た
。

　

県
道
瀬
田
熊
本
線
を
通
過
し
て
い

る
交
通
量
は
、
南
部
地
区
新
設
道
路

に
集
中
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
県
道

瀬
田
熊
本
線
の
交
通
量
が
減
少
し
、

生
活
道
路
と
し
て
の
安
全
性
の
向
上

が
期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
南
小
学

校
区
の
発
展
活
性
化
も
視
野
に
入
れ

た
道
路
整
備
を
目
的
と
し
て
、
令
和

６
年
11
月
よ
り
、
図
面
上
で
最
適
な

ル
ー
ト
の
比
較
案
を
検
討
す
る
、
道

路
概
略
設
計
業
務
に
着
手
し
た
と
こ

ろ
。

Q　

新
道
路
の
整
備
に
伴
う
付
加
価

値
の
創
出
の
中
で
、
基
盤
整
備
の
行

わ
れ
て
い
な
い
農
地
や
山
林
、
集
落

内
空
き
地
等
に
住
宅
の
集
約
は
で
き

な
い
か
。

A　

集
落
内
開
発
な
ど
開
発
許
可
制

度
の
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
許
可
権

者
で
あ
る
県
へ
の
要
望
を
通
じ
取
り

組
ん
で
き
た
。「
集
住
ゾ
ー
ン
」
に

つ
い
て
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
改
定
作
業
と
並
行
し
、
具
体

的
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

　

検
討
の
対
象
と
な
る
エ
リ
ア
に
は

「
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い
農

地
」や「「
山
林
」集
落
内
の
空
き
地
」

も
含
ま
れ
る
。
な
お
「
農
地
」
に
つ

い
て
は
、
農
業
的
土
地
利
用
と
の
調

整
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、今
後
、

農
政
関
係
部
局
と
の
具
体
的
協
議
に

入
る
予
定
、
南
校
区
の
発
展
に
つ
な

が
る
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
と

併
せ
し
っ
か
り
と
検
討
を
進
め
る
。

Q　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
住
宅
か
ら
道
路
に
出
る
際
、
見
え

難
い
と
こ
ろ
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
場
所
よ
っ
て
は
個

人
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
、

助
成
や
町
独
自
で
設
置
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
老
朽
化
し
て
見
え
に
く

い
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の

取
替
え
は

で
き
な
い

か
。

A　
「
菊
陽
町
道
路
反
射
鏡
設
置
及

び
維
持
管
理
要
綱
」
で
は
、「
特
定

の
個
人
ま
た
は
事
業
所
の
出
入
口
と

な
っ
て
い
る
道
路
で
あ
る
場
合
」
に

は
道
路
反
射
鏡
を
設
置
し
な
い
も
の

と
規
定
し
て
い
る
。

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
場
合

は
、
区
、
自
治
会
か
ら
の
要
望
に
基

づ
き
、危
険
性
と
公
共
性
を
確
認
し
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
優
先
順

位
を
付
け
設
置
し
て
い
る
。

　

住
宅
か
ら
道
路
へ
出
る
場
所
へ
の

設
置
助
成
や
、
町
が
独
自
で
個
人
宅

か
ら
の
出
入
口
に
設
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。
老
朽
化
し
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

に
つ
い
て
は
、
確
認
し
て
予
算
の
範

囲
内
で
交
換
し
て
い
く
。

Q　

子
ど
も
食
堂
へ
の
助
成
の
状
況

は
。

A　

令
和
５
年
度
か
ら
「
熊
本
県

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
事
業
費
補

助
金
制
度
」
を
活
用
し
て
、
町
内
で

子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
民
間
団
体

等
に
対
し
て
、
運
営
に
係
る
経
費
の

補
助
を
開
始
し
て
い
る
。
子
ど
も
食

堂
へ
の
助
成
状
況
は
、
令
和
５
年
度

は
、
２
団
体
に
対
し
、
計
23
万
円
を

交
付
し
、
令
和
６
年
度
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
４
団
体
か
ら
交
付
申
請
が
あ

り
、
計
40
万
円
の
交
付
決
定
を
行
っ

て
い
る
。町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

県
営
武
蔵
ヶ
丘
団
地
の
一
角
に
開
設

し
て
い
る
「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

武
蔵
ヶ
丘
」
を
、
子
ど

も
食
堂
の
活
動
支
援
の

た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

対
し
、
場
所
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

Q　

図
書
館
の
駐
車
場
に
つ
い
て
玄

関
前
に
障
が
い
者
用
の
駐
車
場
が
２

台
分
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
増
設
の

計
画
は
な
い
か
。

A　

増
設
の
計
画
に

つ
い
て
第
２
、
第
３

駐
車
場
を
合
わ
せ
る

と
駐
車
施
設
の
総

数
が
３
３
０
台
に

増
え
、
必
要
台
数

と
し
て
は
６
台
と

な
り
基
準
へ
の
適

合
に
努
め
る
。

個人設置の
カーブミラー

・菊陽町地域防災計画
・生活保護

その他の質問

Q

A

県道瀬田熊本線のバイパスについて、進捗状況は
バイパスについては「南部地区新設道路」として検討している

馬
ば

場
ば

  㓛
こう

世
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Q　

夜
間
の
現
況
調
査
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

A　

夜
間
の
現
況
調
査
に
つ
い
て

は
、
町
が
設
置
し
た
防
犯
灯
に
つ
い

て
は
、
定
期
的
で
は
な
く
、
町
民
の

皆
様
や
区
長
、
自
治
会
長
な
ど
か
ら

の
情
報
提
供
を
基
に
、
必
要
に
応
じ

て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

区
、
自
治
会
が
設
置
し
た
防
犯
灯
に

つ
い
て
は
、
町
に
情
報
提
供
が
あ
っ

た
場
合
は
、
そ
の
内
容
を
区
長
、
自

治
会
長
へ
連
絡
を
し
て
い
る
。

Q　

回
答
の
現
況
調
査
と
は
、
こ
れ

は
防
犯
灯
の
球
切
れ
や
故
障
、
破
損

の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
質
問
し

た
の
は
、
夜
間
、
実
際
に
町
内
を
歩

い
て
み
て
、
暗
い
と
感
じ
る
所
や
不

安
や
恐
怖
を
感
じ
る
、
そ
う
い
っ
た

場
所
が
な
い
か
と
い
う
意
味
で
の
現

況
調
査
の
こ
と
だ
が
、
そ
う
い
う
調

査
は
行
っ
て
い
な
い
の
か
。

A　

夜
間
の
調
査
に
つ
い
て
は
、区
、

自
治
会
、
ま
た
住
民
か
ら
暗
い
場
所

に
つ
い
て
防
犯
灯
の
設
置
依
頼
が
出

た
場
合
は
、
夜
間
に
現
地
を
見
て
、

必
要
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
る
。

要
望
等
が
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は

行
っ
て
い
な
い
。

A　
（
商
工
振
興
課
か
ら
補
足
回
答
）

　

町
内
で
は
な
い
が
、
セ
ミ
コ
ン
テ

ク
ノ
パ
ー
ク
内
の
暗
い
箇
所
に
つ
い

て
は
、
先
日
、
セ
ミ
コ
ン
内
の
企
業

と
一
緒
に
現
地
を
歩
き
、
夜
間
の
状

況
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
や
は
り
暗
く
て
歩
き

に
く
い
と
い
う
現
状
を
確
認
し
た
箇

所
は
、
今
後
解
消
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。そ
う
い
っ
た
調
査
は
、

セ
ミ
コ
ン
内
で
は
行
っ
て
い
る
。

Q　

町
内
の
調
査
は
区
長
や
自
治
会

長
か
ら
の
要
請
で
行
い
、
セ
ミ
コ
ン

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
内
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
回
答
だ

が
、
実
際
に
夜
間
、
菊
陽
町
の
色
々

な
所
を
見
て
回
る
と
、
非
常
に
暗
い

場
所
も
多
く
、
び
っ
く
り
す
る
。
そ

う
い
う
状
況
も
踏
ま
え
て
、
防
犯
灯

設
置
状
況
は
決
し
て
充
足
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
状
況
だ
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
を
示
せ
。

A　

防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

菊
陽
町
防
犯
灯
設
置
規
程
に
基
づ

き
、
区
、
自
治
会
ま
た
は
町
で
設
置

を
行
っ
て
い
る
。
区
、
自
治
会
で
設

置
さ
れ
る
場
合
は
町
か
ら
補
助
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
区
域
外
に
つ
い

て
は
、
区
長
、
自
治
会
長
の
要
望
や
、

地
域
住
民
か
ら
の
情
報
を
基
に
、
現

場
の
状
況
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ

て
設
置
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
、
必
要
な
場
所
へ
の
防
犯
灯

の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

Q　

答
弁
中
の
、
菊
陽
町
防
犯
灯
設

置
規
程
と
い
う
も
の
は
い
つ
頃
作
ら

れ
た
規
程
か
。
ま
た
、
防
犯
灯
設
置

補
助
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
く
ら
い

の
補
助
が
行
わ
れ
、
補
助
以
外
の
部

分
は
誰
が
負
担
し
て
い
る
の
か
。

A　

菊
陽
町
防
犯
灯
設
置
規
程
は

平
成
22
年
か
ら
施
行
し
て
い
る
規
程

で
、
設
置
費
用
の
２
分
の
１
を
補
助

し
て
お
り
、
補
助
以
外
の
部
分
は
、

区
、自
治
会
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

Q　

設
置
時
に
２
分
の
１
の
補
助
、

そ
れ
以
外
は
維
持
管
理
も
含
め
て

区
、
自
治
会
で
行
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
そ
も
そ
も
区
、
自
治
会

は
営
利
団
体
で
は
な
く
、
そ
の
運
営

費
は
区
費
や
自
治
会
費
、
要
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
負
担
で
賄
わ
れ
て
い

る
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
で
大
き
く
変

貌
し
よ
う
と
し
て
い
る
菊
陽
町
だ
か

ら
こ
そ
、
古
い
規
程
や
慣
習
、
固
定

観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
今

こ
そ
大
胆
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
町
長
が
常
々
お
っ
し
ゃ
る
日
本

一
の
町
、「
成
長
し
つ
づ
け
る
町
。」

菊
陽
、こ
れ
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
変
革
へ
の
対
応
は
避
け
ら
れ
な

い
、
そ
う
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え

は
ど
う
か
。

A　

や
は
り
自
助
、
共
助
、
公
助

と
い
う
部
分
を
考
え
る
と
、
何
で
も

町
が
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
住
民

の
方
々
に
頑
張
っ
て
頂
く
と
い
う
こ

と
も
、
一
つ
の
町
の
在
り
方
だ
と
思

う
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
税
収
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
色
々
な
所
に
町
が
負
担

を
す
る
こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。　

【役場窓口業務】
・開庁時間の延長
・�各種証明書コンビニ交付の拡大予定
【サテライトキャンパス誘致】
・誘致の目的、メリット、デメリット
・全寮制インターナショナルスクールの誘致
・当該施設の誘致検討

その他の質問

Q

A

町内の防犯灯設置状況について
必要な場所への防犯灯の設置を進めていく

藤
ふじ

本
もと

  昭
あき

文
ふみ
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Q　

町
長
の
政
策
提
言
の
一
つ
に
、

「
農
商
工
業
者
へ
の
支
援
を
強
化
し
、

活
力
の
あ
る
菊
陽
町
に
繋
げ
る
」
と

あ
る
が
、
現
状
の
支
援
内
容
と
、
今

後
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
支

援
内
容
は
。

A　

現
在
、
①
商
工
業
者
が
経
営
近

代
化
の
た
め
に
設
備
投
資
に
関
わ
る

融
資
を
受
け
た
場
合
に
、
利
子
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
、
②
製
造
業
を

営
む
中
小
企
業
者
の
販
路
拡
大
を
目

的
と
し
て
、
首
都
圏
で
の
大
規
模
展

示
会
へ
の
出
展
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
事
業
を
実
施
し
、
③
商
工
会
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
、
飲
食
店
等
の

事
業
者
や
そ
こ
で
実
施
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
今

後
は
、
地
元
金
融
機
関
や
商
工
会
と

連
携
し
て
、
町
内
事
業
者
の
産
品
を

集
め
た
販
売
会
の
実
施
や
、
住
ま
い

の
こ
と
な
ら
お
任
せ
隊
と
協
力
し

て
、
住
ま
い
に
関
す
る
相
談
会
の
開

催
を
考
え
て
い
る
。

Q　

町
長
の
政
策
提
言
の
一
つ
に
、

「
町
内
で
起
業
す
る
方
へ
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
」
と
あ
る
が
、
現
在

の
支
援
内
容
は
。

A　

昨
年
よ
り
、
新
産
業
、
新
事
業

の
創
出
を
促
進
す
る
た
め
、
創
業
時

に
必
要
な
資
金
の
融
資
を
受
け
た
方

に
対
し
、
そ
の
利
子
の
補
助
を
す
る

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

Q　

事
業
開
始
か
ら
１
年
以
上
が
経

過
し
て
申
請
は
１
件
と
、
少
な
い
と

考
え
る
が
、
本
町
の
認
識
は
。

A　

当
初
は
、
も
う
少
し
需
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
申
請
が
少
な
い

理
由
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

Q　

隣
の
大
津
町
で
は
、昨
年
よ
り
、

創
業
支
援
補
助
金
を
設
け
、
創
業
時

の
備
品
代
や
家
賃
を
補
助
し
て
お

り
、
既
に
数
件
の
申
請
が
あ
っ
て
い

る
。
本
町
で
も
、
家
賃
が
高
騰
し
て

お
り
、
同
様
の
補
助
金
を
創
設
す
べ

き
で
は
。

A　

商
工
会
と
連
携
を
し
、
事
業
の

持
続
可
能
性
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
性
を
審

査
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
審
査
を

通
過
し
た
事
業
者
を
対
象
と
し
た
新

た
な
補
助
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、

具
体
的
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い

く
。

Q　

本
町
か
ら
商
工
会
へ
の
主
な
補

助
金
と
、
そ
の
給
付
額
は
。

A　

商
工
会
育
成
補
助
金
と
し
て
、

一
昨
年
ま
で
毎
年
９
５
０
万
円
、
昨

年
よ
り
毎
年
１
２
５
０
万
円
を
支
給

し
て
い
る
。

Q　

本
町
は
商
工
会
と
と
も
に
、
経

営
発
達
支
援
計
画
（
※
）
を
策
定
し

て
い
る
が
、
現
場
か
ら
ど
の
よ
う
な

声
が
出
て
い
る
か
。

A　

事
業
承
継
の
課
題
や
人
手
不

足
、
事
業
者
へ
の
利
子
補
給
の
拡
充

を
求
め
る
声
が
出
て
い
る
。

Q　

商
工
会
へ
の
補
助
金
の
増
額
に

つ
い
て
、
本
町
の
考
え
は
。

A　

運
営
費
に
対
す
る
補
助
で
は
な

く
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
行
う
事

業
費
へ
の
補
助
に
つ
い
て
、
今
後
、

増
額
を
視
野
に
、
必
要
性
等
を
精
査

の
上
、
対
応
し
て
い
く
。

※　

商
工
会
が
、
地
域
の
事
業
者
が
販
路

開
拓
や
生
き
残
り
策
を
考
え
て
実
行
す
る

こ
と
を
手
伝
い
す
る
た
め
の
事
業
計
画

Q

A

今後、農商工業者の支援をどのように強化していくのか
地元産品を集めた販売会や、住まいに関する相談会の開催を考えていく

鬼
おに

塚
つか

  　洋
よう

 議員中小企業等への支援の強化を！

半導体関連の大企業の進出により、周囲か
ら見ると景気の良い町と思われている本町

しかし、県商工会の景況調査によれば、こう
した大企業に影響を受けていると回答した中
小企業・小規模事業者は約１割にすぎません。

一方で、大企業の進出を原因とする地価の
高騰、近年の燃料高を含む、あらゆる物価高

さらに、少子化に伴う深刻な人材不足により、
多くの中小企業、小規模事業者の経営が逼迫
（ひっぱく）されています。

そこで、本町は、中小企業等が借入れをし
た場合の利息補助や、展示会への出展支援

商工会のポータルサイトを活用したイベント
の紹介等を行っていますが、未だ中小企業等
に対する支援は不十分であると考えます。

そして今、本町には、新規創業にまたとな
いチャンスが広がっていますが、

先進自治体では、新規創業者の創業相談や
家賃・備品代等の補助等を行っており、本町
でもそうした取組みが求められます。

（静岡県浜松市「はままつ起業家カフェ」ＨＰより）

商
工
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

また、中小企業等への支援窓口は、地域に
密着している町の商工会が適していますが、

町の商工会においても、会員が増える中で
人員不足、財源不足の状況にあり、新規事業
等に取り組む上で、補助金を増額すべきです。

商工会
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Q　

こ
の
15
年
位
の
町
の
農
業
人
口

と
農
地
面
積
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

A　

農
家
数
は
、
２
０
０
５
年
が

５
５
９
戸
で
、
２
０
２
０
年
に
は

２
９
６
戸
ま
で
減
少
。農
地
面
積
は
、

こ
の
14
年
間
で
５
０
０
ha
ほ
ど
減
少

し
て
い
る
。

Q　

今
後
の
農
家
数
や
農
地
面
積
の

予
想
は
ど
う
か
。

A　

現
在
50
歳
未
満
の
若
手
経
営
者

は
55
人
で
、
県
平
均
よ
り
多
い
。
こ

の
12
年
間
の
新
規
就
農
者
は
32
人

で
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
策
の
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

全
国
的
に
も
高
齢
化
が
進
む
中
、
本

町
も
例
外
で
は
な
い
。
農
地
面
積
に

つ
い
て
は
、「
基
盤
整
備
済
み
の
農

地
を
守
る
べ
き
農
地
」
と
位
置
づ
け

て
い
る
。

Q　

今
年
は
、
コ
メ
不
足
が
問
題
に

な
っ
た
が
、
主
食
米
を
生
産
・
販
売

し
て
い
る
農
家
数
は
ど
れ
位
か
。

A　

令
和
６
年
度
の
主
食
米
生
産
者

は
１
８
２
名
、水
稲
の
栽
培
面
積
は
、

84
・
５
ha
で
あ
る
。

Q　

ア
ー
バ
ン
施
設
の
農
地
は
、
基

盤
整
備
済
み
の
農
地
も
含
ま
れ
て
お

り
、
し
っ
か
り
守
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

A　

農
地
の
中
で
、
基
盤
整
備
済
み

の
農
地
は
全
体
の
約
７
割
で
あ
る

が
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
を
う
け
や
む

を
え
な
い
所
は
、
決
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

Q　

ソ
ニ
ー
や
富
士
フ
イ
ル
ム
な
ど

今
ま
で
誘
致
し
て
き
て
い
る
が
、
地

下
水
の
汲
み
上
げ
な
ど
、
農
家
へ
の

影
響
は
な
か
っ
た
の
か
。

A　

企
業
の
取
水
に
対
し
て
、
農
家

か
ら
の
意
見
は
聞
い
て
い
な
い
。

Q　

私
は
こ
れ
ま
で
、
ソ
ニ
ー
や
富

士
フ
イ
ル
ム
な
ど
の
井
戸
の
汲
み
上

げ
量
を
聞
い
て
き
た
が
、
こ
の
10
数

年
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る

農
家
の
方
に
よ
れ
ば
、
近
く
に
大
企

業
が
進
出
し
て
、
１
９
７
６
年
に
井

戸
を
掘
っ
た
時
と
比
べ
て
、
水
位
が

７
㍍
も
下
が
っ
た
。
今
後
の
地
下
水

の
水
位
に
つ
い
て
も
不
安
を
か
か
え

て
お
ら
れ
る
。
町
は
、
農
家
へ
の
影

響
を
調
査
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　

農
家
の
方
か
ら
の
ご
意
見
に
つ

い
て
は
、今
後
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
地
下
水
の
再
利
用

率
を
高
め
る
働
き
か
け
が
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
台
湾
の
工

場
で
の
再
利
用
率
は
何
％
な
の
か
。

A　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
報
告
書
で
は
、
水

の
再
利
用
率
は
、
86
・
７
％
と
公
表

さ
れ
て
い
る
。

Q　

そ
れ
で
は
日
本
で
も
80
％
位
の

再
利
用
率
は
、
可
能
で
は
な
い
か
。

A　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
水
の
再
利
用
率

に
つ
い
て
は
、
台
湾
の
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
の
計
算
式
で
算
出
す
る
と
、

同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
高
い
再

利
用
率
に
な
る
。　
　

ア
ー
バ
ン
施
設
の
農
地
は
、

守
る
べ
き
農
地
で
は
な
い
か

企
業
進
出
に
よ
る
地
下
水
に
か

か
わ
る
農
家
へ
の
影
響
に
つ
い

て

地
下
水
の
再
利
用
率
を
高
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
か

・�給食への地元農産物の使用
その他の質問

人参畑

Q

A

基盤整備した農地は守るべきではないか
TSMC進出を受け、やむをえない所は決断しなければならない

小
こばやし

林  久
く

美
み

子
こ

 議員

キャベツ畑

ソニー水系観測井戸
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常任委員会報告常任委員会報告

経
済
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
：
矢
野
厚
子

　

経
済
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
10
月

17
日
18
日
の
2
日
間
、
千
葉
の
流
山
市
と
隣

接
す
る
柏
市
の
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

視
察
研
修
を
行
っ
た
。

流
山
市

　

流
山
市
は
菊
陽
町
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
な
が

ら
全
国
で
も
ト
ッ
プ
の
人
口
増
加
率
で
、
約

21
万
の
人
口
を
有
す
る
街
づ
く
り
を
、
町
の

課
題
解
決
の
参
考
と
す
る
た
め
視
察
を
行
っ

た
。

　

都
市
計
画
は
「
都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の

ま
ち
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
「
流

山
市
街
づ
く
り
条
例
」
や
「
街
づ
く
り
環
境

配
慮
指
針
」
な
ど
が
あ
り
、
特
に
緑
の
保
全

に
関
し
て
は
、
小
学
生
向
け
の
学
習
教
材
も

あ
り
、
将
来
に
向
け
緑
保
全
の
担
い
手
育
成

も
確
実
に
行
わ
れ
て
い
た
。
個
人
宅
に
お
い

て
も
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
盛
ん
で
、
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
多
く
の
観
光
客

を
呼
び
込
ん
で
い
る
の
も
驚
き
だ
っ
た
。

柏
市

　

２
日
目
に
研
修
し
た
「
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
」
は
元
々
三
井
不
動
産
の
所
有
す
る

ゴ
ル
フ
場
で
あ
り
、
２
０
０
８
年
に
「
世
界

水
準
の
先
端
モ
デ
ル
都
市
形
成
」
を
目
指
し

構
想
さ
れ
た
街
で
、
千
葉
県
と
柏
市
（
公
）

三
井
不
動
産
他
（
民
）
東
京
大
学
・
千
葉
大

学
（
学
）
の
連
携
と
共
創
に
よ
る
街
づ
く
り

の
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
朝
か
ら
沢
山
の
親
子
が
通
勤
通

学
を
共
に
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
駅
前
の
商
業

施
設
に
は
「
あ
る
く
・
し
ゃ
べ
る
・
た
べ
る
」

の
頭
文
字
を
取
っ
た
「
あ
・
し
・
た
」
と
い

う
健
康
研
究
所
が
あ
り
、
い
ろ
ん
な
企
業
が

関
わ
り
、
健
康
チ
エ
ッ
ク
・
相
談
が
常
時
行

わ
れ
て
い
る
。
菊
陽
町
も
今
後
、
健
康
保
健

セ
ン
タ
ー
等
を
開
設
す
る
際
は
、
こ
の
よ
う

な
施
設
や
仕
組
み
を
是
非
参
考
に
す
る
べ
き

と
感
じ
た
。
ま
た
放
射
線
治
療
を
受
け
る
癌

患
者
向
け
の
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
心
身
共
に
ケ

ア
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
感
じ
た
。
ま
た
若

い
研
究
者
や
起
業
家
向
け
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

や
交
流
の
場
を
有
す
る
施
設
が
幾
つ
も
あ

り
、
常
に
最
新
の
情
報
を
求
め
て
、
変
化
に

対
応
す
る
街
だ
と
感
じ
た
。
菊
陽
町
が
「
成

長
し
続
け
る
町
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
幾
つ

も
の
事
例
が
参
考
と
な
り
、
原
水
駅
・
新
駅

周
辺
の
開
発
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
と
し
て
も
役

に
立
つ
と
感
じ
、
有
意
義
な
視
察
研
修
と

◦経済産業建設常任委員会
◦文教厚生常任委員会

◦総務住民生活常任委員会

な
っ
た
。

　

12
月
議
会
中
の
常
任
委
員
会
視
察
と
し

て
、
町
が
係
る
工
事
中
の
各
現
場
を
視
察
し

た
。
各
現
場
と
も
予
定
通
り
に
順
調
に
か
つ

安
全
に
配
慮
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
完
成
が
待
た
れ
る
。

「流山市視察研修」

「柏の葉スマートシティ」

「空港線堀川またぎ現場」 「町営住宅」

「空港線県道またぎ陸橋」「総合体育館テニスコート」
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総
務
住
民
生
活
常
任
委
員
会

委
員
長
：
廣
瀨
英
二

（
仮
称
）
原
水
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

　

Ｊ
Ｒ
新
駅
と
原
水
駅
間
の
約
70
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
、将
来
ビ
ジ
ョ
ン（
熊

本
版
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想
）
具
体
化
に

向
け
て
、
半
導
体
企
業
集
積
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
今
後
進
め
ら

れ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

九
州
最
大
規
模「
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」

の
造
成
工
事
（
令
和
８
年
度
末
完
成
予
定
）

　

総
事
業
費
26
億
円
を
か
け
て
、
都
市
型
ス

ポ
ー
ツ
施
設
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

各
施
策
の
現
地
視
察
研
修

　

令
和
６
年
12
月
10
日
に
常
任
委
員
６
名
と

総
務
部
長
、
住
民
生
活
部
長
の
８
名
で
現
地

視
察
研
修
を
行
っ
た
。

菊
陽
空
港
線
延
伸
道
路
整
備
工
事

（
令
和
８
年
度
末
完
成
予
定
）

国
道
57
号
・
南
方
大
人
足
線
の
交
差
点
改
良

工
事
（
令
和
６
年
12
月
完
成
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
：
大
久
保
　
輝

　

12
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
主
な
内
容
は

次
の
通
り
。

学
務
課　
令
和
7
年
度
か
ら
学
校
給
食
無
償

化
・
公
会
計
化
と
な
る
。
物
資
調
達
を
開
始

す
る
た
め
、債
務
負
担
行
為
1
億
1
千
万
円
。

生
涯
学
習
課　
委
託
料
1
千
２
１
７
，５
万

円
。
令
和
7
年
3
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ど
自
慢
に
係
る
費
用
。

福
祉
課　

障
害
児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス
費　

1
億
１
０
７
８
，５
万
円
増
。
令
和
元
年
以

降
、
毎
年
約
1
億
円
の
予
算
増
と
な
っ
て
い

る
。

※
グ
ラ
フ
参
照

多
目
的
広
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
工
事

（
令
和
６
年
度
末
完
成
予
定
）

現
場
視
察
研
修
終
了
後

　

現
場
視
察
を
行
い
な
が
ら
、有
意
義
な
意
見

交
換
が
で
き
、
町
施
策
の
概
要
を
常
任
委
員

会
の
委
員
が
確
認
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

次
回
は
菊
陽
町
の
課
題
で
あ
る
地
下
水
保

全
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
県
の
担
当
者
と
行

う
予
定
で
あ
る
。
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障害児通所支援事業費推移

児童発達支援事業 放課後等デーサービス 保育所等訪問支援 障害児相談支援給付費 合 計

単位：円

南側から見た原水駅付近

北側から見た原水駅周辺

増設された右折レーン

増設された左折レーン

区画整理事業予定地アーバンスポーツ造成

多目的広場

テニスコート
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研修報告

 

【
日
時
】
Ｒ
５
／
11
／
６

 

【
場
所
】
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

　

県
内
の
各
自
治
体
か
ら
応
募
の
あ
っ
た

「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
、
優
秀
作
品

の
表
彰
が
あ
っ
た
（
特
選
は
湯
前
町
、
入

選
は
大
津
町
と
御
船
町
、
特
別
賞
は
高
森

町
）。

　
　

　

・
表
紙
の
テ
ー
マ
と
中
身
と
の
連
動
性

　

・�

議
会
の
活
動
や
課
題
に
つ
い
て
の
多

面
的
な
考
察

　

・�

文
字
の
使
い
方
や
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る

視
覚
化　

等

　

本
町
の
「
き
く
よ
う
議
会
だ
よ
り
」（
Ｒ

６
・
６
月
号
）
に
対
す
る
講
評
は
概
ね
以

下
の
と
お
り
。

　
（
良
か
っ
た
点
）

　

・�

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
よ
る
町
へ
の
影
響
等
、

町
民
の
不
安
に
応
え
た
い
と
い
う
姿

勢
が
あ
っ
た

　

・�

年
間
議
会
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
円

型
で
見
や
す
い

　

・�

予
算
等
へ
の
議
員
の
賛
否
を
一
覧
化

し
て
お
り
見
や
す
い

　

・�

議
会
の
注
目
事
業
は
地
図
を
使
い
、

事
業
の
場
所
が
わ
か
り
や
す
い　

等

　
（
改
善
す
べ
き
点
）

　

・�

一
般
質
問
の
体
裁
に
統
一
性
が
な
く
、

「
※
」
の
使
い
方
が
ば
ら
ば
ら

　

・�

委
員
会
報
告
が
単
に
町
側
の
事
業
説

明
に
な
っ
て
い
る

　

・
公
務
記
録
の
分
量
が
多
い

　

・�

表
紙
の
イ
ベ
ン
ト
（
卒
業
式
）
と
発

行
日
の
ず
れ　

等

　

そ
の
後
、
表
彰
を
受
け
た
自
治
体
の
広

報
委
員
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
主
な
取
組
み
は
以
下

の
と
お
り
。

　

・�

高
校
や
大
学
等
と
連
携
し
た
特
集
記

事
の
制
作

　

・�YouTube

映
像
等
の
視
聴
数
ラ
ン

キ
ン
グ
の
掲
載

　

・�「
議
会
だ
よ
り
」
の
毎
月
発
行
（
本

町
は
年
４
回
）

　

・�
紙
面
内
容
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施

　

・�
町
民
に
対
す
る
積
極
的
な
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

　

本
町
に
対
す
る
講
評
を
議
会
全
体
で
共

有
し
、
優
秀
な
自
治
体
の
良
い
点
に
倣
い

な
が
ら
、
よ
り
良
い
「
議
会
だ
よ
り
」
づ

く
り
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

糸島市

審
査
の
ポ
イ
ン
ト

熊
本
県
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
・
広
報
研
修
会

担
当
：
西
本

　友
春

広
報
調
査
特
別
委
員
会
視
察
研
修

担
当
：
鬼
塚

　
　洋

 

【
日
時
】
Ｒ
６
／
１
／
22
～
23

 

【
場
所
】
①
大
刀
洗
町
議
会

　
　
　
　

②
糸
島
市
議
会

　

議
会
広
報
に
定
評
の
あ
る
福
岡
県
内
の

２
議
会
を
視
察
し
、
各
広
報
委
員
よ
り
、

魅
力
あ
る
議
会
広
報
の
あ
り
方
、
議
会
だ

よ
り
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　

①
「
た
ち
あ
ら
い
議
会
だ
よ
り
」
は
、

８
年
連
続
で
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し

て
お
り
、
住
民
と
議
会
の
双
方
向
型
の
紙

面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
紙
面
は

本
町
と
同
じ
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
毎
号
20
頁
前

後
、
議
会
の
政
策
サ
イ
ク
ル
を
特
集
し
、

町
の
予
算
に
つ
い
て
も
、
概
要
→
主
要
事

業
→
審
議
→
討
論
→
議
決
→
意
見
の
流
れ

を
視
覚
化
す
る
な
ど
、
二
元
代
表
制
の
両

輪
で
あ
る
町
長
と
議
会
の
職
責
が
は
っ
き

り
と
わ
か
る
紙
面
構
成
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
議
員
の
一
般
質
問
で
、
町
が
「
検
討

す
る
」
と
答
弁
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ

の
後
の
町
の
検
討
状
況
を
掲
載
し
、
毎
年

開
催
さ
れ
る
議
会
報
告
会
で
の
住
民
の
意

見
を
紙
面
上
に
ま
と
め
て
政
策
提
言
に
生

か
す
等
、
本
町
と
し
て
も
参
考
と
す
べ
き

取
り
組
み
が
数
多
く
あ
っ
た
。

　

②
「
糸
島
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
閲
読
率
の
低
か
っ

た
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
一
文
を
単
文
に
し
、
見
出
し
で
要
旨

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
紙
面
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
紙
面
は
珍
し
い
タ
ブ
ロ
イ
ド

判
（
半
分
サ
イ
ズ
の
新
聞
）
で
毎
号
８
頁
、

独
自
の
編
集
要
領
に
従
い
内
容
に
ぶ
れ
が

な
く
、
表
紙
に
は
目
を
引
く
写
真
（
本
年

度
は
ま
ち
の
原
風
景
）
を
載
せ
、
記
事
は

定
例
会
の
審
議
内
容
の
う
ち
市
民
生
活
に

直
結
す
る
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

等
、
市
民
を
引
き
つ
け
、
誰
に
で
も
わ
か

り
や
す
い
紙
面
構
成
と
な
っ
て
い
た
。

　

本
研
修
を
踏
ま
え
、
よ
り
町
民
に
役
立

つ
「
き
く
よ
う
議
会
だ
よ
り
」
を
作
成
し

て
い
き
た
い
。

大刀洗町
議会だより
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日付 事業・イベント名 主催者 場　所

10月１日
庁舎等整備検討委員会 菊陽町 防災センター
公文書押印 正副議長室

10月３日
菊池広域連合議会　定例会 菊池広域連合長 菊池広域連合
公文書押印 正副議長室

10月４日 公文書押印 正副議長室
10月５日 境の松秋祭り（来賓挨拶） 境の松自治会 境の松自治会広場

10月６日 防災フェスタ 菊陽町 杉並木公園スポーツ広場、総合
体育館

10月８日

臨時会 町長 議場
全員協議会 議長 委員会室
議会運営委員会 議会運営委員長 委員会室
公文書押印 正副議長室

10月９日
熊本県町村議会議員研修会（ZOOM） 熊本県町村議会 委員会室
公文書押印 正副議長室

10月10日
公文書押印 正副議長室
「議会と親子とが語る会」の町PTA役員と事前協議 議長 武蔵ケ丘小学校

10月11日 空港周辺四ヶ町村議会議員研修会及び意見交換会 空港周辺四ヶ町村議会議長会 ブランヴェールアベニュー熊本
10月15日 公文書押印 正副議長室

10月16日
台湾研修説明会 議会 委員会室
公文書押印 正副議長室

10月17日 千葉県流山市研修 経済産業建設常任委員会 千葉県流山市
10月18日 千葉県流山市研修 経済産業建設常任委員会 千葉県流山市
10月20日 武蔵ケ丘コミュニティセンター祭（来賓挨拶） 利用者協議会 武蔵ケ丘コミュニティセンター

10月21日
公文書押印 正副議長室
令和６年度空港フォーラム
担当課より説明 町担当課 正副議長室

10月22日 令和６年度空港フォーラム 全国民間空港関係市町村協議会 東海大阿蘇くまもと
臨空キャンバス

10月23日～
　　25日 公文書押印 正副議長室

10月28日～
　　31日 公文書押印 正副議長室

11月１日 公文書押印 正副議長室
11月３日 菊陽町文化祭（来賓挨拶） 菊陽町文化祭実行委員会 菊陽町図書館ホール
11月５日 公文書押印 正副議長室
11月６日～
　　８日

菊池広域連合議会
議長研修・国へ要望活動 菊池地域議会議長会 東京

11月９日
すぎなみフェスタ2024（来賓挨拶） すぎなみフェスタ実行委員会 スポーツ広場
議会運営委員会　会議 議会運営委員会 杉並木公園管理センター

11月11日 公文書押印 正副議長室

11月12日
菊池広域連合議会議員定数調査特別委員会　会議 菊池広域連合議会議員定数調査特別委員会 菊池広域連合
菊陽町農業振興地域整備促進協議会　会議 菊陽町農業振興地域整備促進協議会 防災センター

11月13日～
　　14日

全国町村議会議長研修会要望活動 全国町村議会 東京NHKホール
全国町村会館

公文書押印 正副議長室

11月15日
第34回熊本県暴力追放県民大会in菊陽 熊本県暴力追放運動推進センター 菊陽町図書館ホール
台湾晩餐会 九州台湾商会・熊本銀行 ブランヴェールアベニュー熊本

11月16日 菊陽町×台湾　スポーツ・美食フェスタ（来賓挨拶） 株式会社熊本銀行 菊陽町総合体育館広場
JASM Smile Day JASM株式会社 セミコンテクノパーク中央公園

11月17日 鼻ぐり井手祭（来賓挨拶） 鼻ぐり井手祭実行委員会 鼻ぐり井手公園
11月18日

国へ要望活動（道路関係） 菊陽町・菊陽町議会 国土交通省（東京）
11月19日
11月20日～
　　21日 公文書押印 正副議長室

11月22日 町総合策定審議会・町デジタル田園都市構想総合戦略推
進会議 菊陽町総合策定審議会 防災センター

11月24日 菊陽町職場対抗スポーツ大会（来賓挨拶） 菊陽町企業スポーツ連絡協議会 開会式：総合体育館
11月25日～
　　29日 公文書押印 正副議長室

11月26日 議会運営委員会　会議 議会運営委員会 委員会室

11月27日 11月29日の九州地方整備局への要望活動
スケジュール協議 町建設課長 正副議長室

11月28日 菊池広域連合　飯開事務局長
議員定数調査特別委員会の件

11月29日 九州地方整備局へ要望活動 町長と同行 九州地方整備局（福岡県）
11月30日 熊本復興映画祭 菊陽町図書館ホール

●議長の公務記録

議会の活動状況
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●議長の公務記録
日付 事業・イベント名 主催者 場　所

12月３日
第４回定例会 町長 議場
全員協議会 議長 委員長室

12月３日～
　　６日 公文書押印 正副議長室

12月４日～
　　６日 第４回定例会　一般質問 町長 議場

12月６日 全員協議会 議長 委員会室
12月７日 第40回菊陽町人権子ども集会 人権教育推進協議会 菊陽中学校体育館
12月９日～
　　13日 公文書押印 正副議長室

12月11日 菊陽町老人クラブ芸能大会（来賓挨拶） 菊陽町老人クラブ連合会 菊陽町福祉支援センター
12月12日 菊陽北小学校創立150周年記念行事 菊陽北小学校 菊陽北小学校体育館

12月13日
第４回定例会　 町長 議場
全員協議会 議長 委員会室

12月16日～
　　20日 公文書押印 正副議長室

12月17日 菊池広域連合議会議員定数調査特別委員会対応　
事前協議 桐原・水上・福島（３者議長会議） 正副議長室

12月18日
議会運営委員会　会議 議会運営委員会 委員会室
飲食業同業組合　来庁対応 飲食業同業組合正副組合長 町応接間

12月21日 令和６年度菊陽町よかつれフェスタ（来賓挨拶） 菊陽町男女共同参画さんさんの会 菊陽町図書館ホール

12月23日
町長へ政策要望書提出 議長 正副議長室
公文書押印 正副議長室

12月24日 菊池広域連合議会　第３回定例会
　　　　　　　　　全員協議会 菊池広域連合長 菊池広域連合

12月25日～
　　26日 公文書押印 正副議長室

12月27日
菊陽町「子ども達に夢を」トークショー 町長、教育長 菊陽町図書館ホール
年末警戒出発式 町長、町消防団長 防災センター

●議会運営委員会
日付 事業・イベント名 主催者 場　所

10月８日 議会運営委員会 議会運営委員長 議長室
11月９日 議会運営委員会 議会運営委員長 杉並木公園管理棟
11月26日 議会運営委員会 議会運営委員長 菊陽町役場
12月18日 議会運営委員会 議会運営委員長 菊陽町役場

●総務住民生活常任委員会
日付 事業・イベント名 主催者 場　所

12月10日 常任委員会 常任委員会 菊陽町役場

●文教厚生常任委員会
日付 事業・イベント名 主催者 場　所

10月２日 社会福祉協議会 評議員会 社会福祉協議会 社会福祉協議会
10月10日 「議会と親子とが語る会」の町PTA役員と事前協議 菊陽町議会 武蔵ヶ丘中学校
10月29日 菊陽町健康づくり推進協議会 菊陽町 菊陽町役場
12月10日 常任委員会 常任委員会 菊陽町役場
12月24日 社会福祉協議会 評議員研修 社会福祉協議会 社会福祉協議会

●経済産業建設常任委員会
日付 事業・イベント名 主催者 場　所

10月17日 常任委員会流山市視察 常任委員会 千葉県流山市
10月18日 常任委員会柏の葉スマートシティ視察 常任委員会 千葉県柏市
12月10日 常任委員会 常任委員会 防災センター

●広報調査特別委員会
日付 事業・イベント名 主催者 場　所

10月４日 広報委員会（９月議会だより１校作成） 広報調査特別委員会 菊陽町役場
10月21日 広報委員会（９月議会だより２校作成） 広報調査特別委員会 菊陽町役場
10月29日 広報委員会（９月議会だより３校作成） 広報調査特別委員会 菊陽町役場
11月６日 広報委員会（９月議会だより４校作成） 広報調査特別委員会 菊陽町役場
11月12日 広報委員会（９月議会だより最終校作成） 広報調査特別委員会 菊陽町役場
12月18日 広報委員会（12月議会だより紙面割） 広報調査特別委員会 菊陽町役場

議会の活動状況
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年間スケジュール

菊陽町文化協会

事務局　菊陽町中央公民館３階　　　【部 門 数】18
会員数　約650名　　　　　　　　　【所属団体】52グループ　個人会員10名

５月　総会　　　　　　　　　　　９月　文化祭ポスター・チラシ作成
７月　地域交流祭　　　　　　　　11月　文化祭・文化祭関連行事
８月　協力会員企業回り　　　　　３月　地域交流祭

３年に一度、他市町村の文化協会との視察研修

文化祭関連行事

主 な 行 事
（文化祭・歌謡祭・舞踊祭・展示発表会）

地 域 交 流 祭
１年に２回開催しており
この他にも施設イベント出演や
ボランティア活動も行っております。

記 念 誌 作 成
５年毎に周年記念誌を作成し
文化祭にて永年在籍者や功労者の
表彰を行っております。

菊陽町で活躍するみなさま
文化協会活動目的
菊陽町文化協会は、加盟団体相互の連絡協調を図るととも
に、菊陽町の芸術・文化の向上に努め、あわせて町民皆さ
んの心の向上に寄与することを目的に活動しています。

・協会では、文化祭や地域交流祭への参加者を募集しています。
・個人会員も募集しており気軽に参加ください。
・病院や介護施設等へのボランティア活動を行っています。
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廃棄物を利用した物づくりで数々の作品に生まれ変わりました。

吉
村
　
恭
輔

　森茂さん（９１歳)の作品を紹介します。（菊陽町津久礼在住)
　廃棄物（タバコの空き箱、ペットボトル、チラシ、ビールの空き缶など)をゴ
ミとして捨てずに、人間が持つ創造力で新しい価値観を生み出し循環型社会にふ
さわしい「物づくり」をされています。

　JR退職後30年以上にわたり廃棄物などを利用した物づくりに挑戦され作品は
梅の花、五重塔、人形と傘、お城など多種にわたっています。
　作品はJR三里木駅に展示されており、目にされた方は何を材料としてどのよ
うに作成されているか関心を持たれている人が多いようです。

　これまでも、この取り組みが話題となり、RKKラジオ　太田黒浩一の「今
日も元気」の取材を受けたり、また、地方情報紙「ワンネス」にも掲載されて
きました。

　ご本人は「水戸黄門」を見ながら物づくりをすること
が一番の楽しみで、「歌こそ我が命」と、CDコレクショ
ンも趣味で八代亜紀（270曲）、島津亜矢（150曲）、昭和、
平成歌謡曲（360曲）、その他、北島三郎、福田こうへい
等のCDも多数持っておられ、歌いながらの創作も楽し
みのようです。その光景が目に浮かぶようです。

（廣瀨英二）

 ○森さんのコメント
　◇人から習ったものでなく創意工夫で作成してきた。
　◇�今まで集めてきた宝くじ外れ券を活用した新作に取
り組んでいる。

　◇�これからも「水戸黄門」を見ながら「歌」と「物づ
くり」を楽しんでいきたい。

連絡先　☎０９６－２３２－１３３９
三里木駅に展示された作品制作中の森さん
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